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旧約聖書（オバデヤ書）を読む
　聖書の御言葉はとこしえに立つと聖書に書かれて
いますから，この書物を読むことは，今を生きる私
たちにとって，意義のあることです。単に過去に起
こったことに関する記述と捉えない方が有益です。
それはどうして有益なのかについては，オバデヤ書
が新約聖書にどのように関わっているか，そして，
その言おうとすることが，現代人にどのように関係
するのかを説明しますので，お分かりになれると思
います。聖書から学ぶことのできる教訓を個人的な
生活に活用することができるからです。
　聖書を読むことは大変有益なことであり，聖書を
読むことに時間を費やすこともとてもよいことで
す。でも残念なことに人間は，自分の選好によって，
選択し，行動するでしょう。特に，世の中には情報
があふれ，実のところ，どの情報を受け入れて行け
ばいいのか，確固とした判断基準がありません。お
そらく自分が知りたいこと，自分の考えに賛成して
くれる意見や見解が判断基準となって，そのような
ものを求めていくでしょう。そうではなく，神の御
言葉である聖書を読み，神が人間に何を語っている
かを，心静めて，受け入れていくことが必要です。
聖書では，「聞くに早く，語るに遅く」と告げてい
ます。この場合，「聞くに早く」とは，聖書の御言
葉を受け入れることを意味します。「語るに遅く」
とは，聖書の御言葉に対して，即座に反論するので
はなく，聖書の御言葉を神に祈りつつ瞑想すること
を意味していると思います。2　聖書を読むこと，特
に通読することを私はお勧めいたします。皆様が，
今回の話を聞いて，なお一層聖書を読むことの励み
となることを期待しております。そして，さらには，
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聖書が人生における行動基準となって，聖書の御言
葉で導かれる人生を送ることができると幸いなこと
です。
　ついでながら，聖書では，偽預言者と真の預言者
の二種類が登場します。その特徴を比較すると，次
のような表１で要約できます。現代生活においても，
自分が聞きたいことや自分自身の考えと合致するも
のを追い求めることが行動基準になると，それは危
険な道を歩んでいる状況であることをお分かりにな
りますか。
表 1
偽預言者 真の預言者
自己の利益のために政
治的目的のために働く
神と人に仕えるという霊的な
目的のために働く
富豪のような財産を持
つ
所有物はほとんど無しか全く
無し
偽預言をする 真のメッセージのみを語る
人々の耳が聞きたいこ
とだけ語る
いかに人々の間で人気がなく
ても，神が真の預言者に語る
ように告げたことのみを語る
出所：life Application Bible p.545.
　オバデヤ書の特徴を最初にいくつか見ていきま
す。聖書 66 巻のどれであっても，その長さに関わ
らず，イエス・キリストについて書かれています。
イエス・キリストという言葉が，その書に直接表示
されていなくても，そういうことです。例えば，オ
バデヤという名前の意味は，「主の礼拝者」または「主
の僕」という意味です。ここでの主とは，イエス・
キリストのことです。
　オバデヤという名前は，オバデヤ書においては，
目立たない人物です。なぜかといいますと，オバデ
ヤ書 1 章 1 節には，「オバデヤの父が誰である」とか，
「○○王の治世において」といった語句がありませ
ん。3  王家や祭司の家系であるかどうかもこの節か
らは不明です。
　聖書の様々な箇所におけるオバデヤという名前に
ついては，後のスライドで，聖書箇所を表示いたし
ますが，ある箇所のオバデヤが他の箇所のオバデヤ
と同一人物であるかどうか，断定し難いことです。
　聖書の中で小預言者の書のみを取り出すと，オバ
デヤは 12 人の預言者の中の 4 番目の預言者です。
オバデヤ書（10 ～ 12 節，17 節，21 節）で，エル
サレム，ユダそしてシオンを頻繁に言及するので，
南のユダ王国に属する預言者であることが示唆され
ています。
　この書では，エドムに対する破滅の宣告がなされ
ています。この破滅の宣告は執行されて，過去の歴
史であり，読者には関係ないという立場を取るので
はなく，この破滅の宣告の原因を知ることによって，
教訓とし，個人的生活を変化させていくという立場
を取りたいものです。
　神の民に対して執拗に敵対し続けた結果が，エド
ム人の全面的破滅を導きました。エドム人と神の民
の先祖は，同じ両親から生まれた兄弟の関係でした。
兄弟であれば，仲がいいでしょうか。かえって私た
ちが最もよく知っている人たちがいかに簡単に恨み
つらみの対象になってしまうことがありうることで
す。長年に亘る憎悪が，良識を覆す感情を引き起こ
すことがあります。でも，その帰結は，芳しいもの
ではないことが，オバデヤ書を読むと読み取ること
ができると思います。
　オバデヤという名称は，旧約聖書で少なくとも合
計 12 節の中に登場しています。4  このオバデヤ書と
直接の関係があるかどうかは別にして，各節を考察
しましょう。聖書には同じ名称が登場することがあ
りますが，同じものを参照しているのか，別のもの
か，すぐに理解できない場合がありますから。ただ
し，オバデヤという名前が，主の礼拝者または主の
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僕という意味を持ち，その意味が，聖書の文脈でオ
バデヤという名前を通して示されているか否かを知
る機会を持つことができます。そこでこれから，ス
ライド 4 からスライド 15 で，オバデヤの名称が出
てくる聖書箇所を参照します。もう一度，繰り返し
ますが，これから参照する聖書箇所に登場するどの
オバデヤが他のどのオバデヤと同一人物であるか，
という問いに答えることを意図しておりません。5 
　スライド 4 は，第一列王記 18 章 3 節です。聖書
の登場人物の名称は，その人の本質を表すことがあ
ります。ここでは，オバデヤという名前は，主の僕
という意味で，その人の人柄に相当しています。イ
ゼベルは迫害することを許されていたのですが，一
方では，オバデヤは，主の僕であることを公に告白
し，イゼベルの残忍な行為を密かに阻止することが
できたのです。こうしたことは，アハブの妥協的で
ためらいがちな態度の奇妙なほどの影響力ゆえに起
こった状況です。心の中では，アハブは真の神をい
つも認めたいと思っていたようですが，イゼベルの
圧倒的で残忍な性質によって，威圧されていたよう
です。6  イゼベルは主の預言者達を全て抹殺しよう
としていましたが，オバデヤは主に忠実な100人の預言
者たちを密かに匿った主に忠実な僕だったのです。 
　スライド 5 では，第一歴代誌 3 章の 21 節が表示
されています。この 3 章はダビデの家族とその後の
ユダの王たちの系図です。1 ～ 9 節までがダビデの
系図，10 節以降がソロモンの後に続く子孫の系図
です。従って，ここでのオバデヤはダビデ直系の末
裔の一人であることが分かります。
　第一歴代誌 8 章はベニヤミン族について書かれて
います。33 節でサウルの名前が出てきます。そし
てサウルの子たちの名前もあります。サウルの子の
一人がヨナタンであり，その血筋から，オバデヤが
登場しています。
　第一歴代誌 9 章はバビロン捕囚から帰還した人々
の名前があげられています。4 節～ 9 節までに部族
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ごとのかしらの名前が書かれています。10 ～ 12 節
は祭司のかしらが書かれています。13 ～ 16 節はレ
ビ人のかしらについてかかれてあり，その中の一人
の名がオバデヤです。
　エゼルとその後に続く名前は，ガド族の名前であ
り，年齢，または，真価または，ダビデのところに
やってきた順番であるといいます。すなわち，オバ
デヤ，エリアブ，ミシマンナ，エレミヤ，アッタイ，
エリエル，ヨナハン，エルザバデ，エレミヤ，マク
バナイであり，合計 11 人でした。この見解は John 
Gill's Exposition of the Bible. によるものです。8  この
見解のように，順番に年齢や，真価や，結集した順
番等の何らかの意義があるなら，オバデヤはその順
番の上位に位置しています。
　27 章でダビデは，イスラエルの軍人たちの組織
編成をしています。ゼブルン族の頭がイシマヤであ
り，その父がオバデヤです。
　ここでの，オバデヤはユダのヨシャパテ王の治世
3 年目に，つかさとして，ユダの町々に派遣されま
した。
　ここで登場するオバデヤは，ユダ王国の王ヨシヤ
の時代において，主の宮修復の監督をするレビ人で
した。
　ここでのオバデヤは，氏族の長です。そしてエズ
ラと共に帰還したヨアブの子孫のうちの中の一人，
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エヒエルの子であると述べられています。
ネヘミヤと共に神と，そして互いの間で盟約を結ん
だ人の一人がオバデヤです。ネヘミヤ記 10 章 1 節
から 10 節の間に，彼らの名前が列記されています。
盟約には，異邦人との縁を断つこと，安息日を守る
こと，神殿礼拝を大切にすること等が含まれます。9 
 　ネヘミヤ記 12 章 25 節によると，オバデヤはネ
ヘミヤの時代の門衛でした。
　オバデヤ書前文を朗読する前に，概略を見ておき
ましょう。この書は 2 つの主要部に区分できます。
1 ～ 14 節は，エドム人の崩壊に関することで，1 章
15 ～ 21 節は主の日に関する記述です。1 ～ 14 節で
は，オバデヤ預言者を通して，エドム人に対する神
の燃えるような不快感が表明され，エドム人達は彼
らの罪の説明責任があると要求しています。特に地
理上の安全さゆえの高慢の罪やユダの没落に対して
歓喜した罪に対してです。よくないことが起こると
いう神の裁きが，彼らの上にやってくること。そし
て，罪を悔い改めて，神に立ち返れという招きに基
づく刑の執行猶予の望みがないことをこの預言者は
告げています。エドム人は完全に断たれると語られ
ています。15 ～ 16 節では，エドム人と神の全ての
敵が破滅するが，一方では，神の民が救われ，神の
王国が勝利するという来るべき主の日のことを預言
的に触れています。 10
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　スライド 17 では，エドム人と神の民イスラエル
は，リベカとイサクの間に生まれた兄弟であること
を示しています。
　スライド 18 はイスラエルとエドムの関係を示し
ています。11  その関係は旧約聖書時代を通じた継続
的な憎悪で特徴付けられます。ここに掲げてある聖
書箇所を後で，参照して欲しいのですが，創世記
25 章 23 節をここで，見ることにしましょう。
主は彼女に言われた，
「二つの国民があなたの胎内にあり，
二つの民があなたの腹から別れて出る。
一つの民は他の民よりも強く，
兄は弟に仕えるであろう」。（創世記 25 章 23 節）
　この箇所は，リベカが身ごもっているとき，胎内
の 2 人が胎内で押し合ったので，リベカが主に聞い
たことに対する主の返事です。兄とはエサウで，弟
はヤコブ（後のイスラエル）です。この返事は，預
言であり，その通りになります。弟が兄に仕えるこ
とが，当時の習慣でしたが，神はこのパターンを逆
にしています。神の贖いという目的においては，人
の立場は，自然な成り行きで決定するものではなく，
神の恵みと御心によって決定すると言えます。 12
　スライド 18 に表示される様々な事柄が，オバデ
ヤの預言の背景を形成しています。いかにエドム人
が神の民が苦しむことを喜んでいたかが詩篇 137 篇
7 節で表されています。次の通りです。
主よ，エドムの人々がエルサレムの日に，
「これを破壊せよ，これを破壊せよ，
その基までも破壊せよ」と
言ったことを覚えてください。（詩篇 137 篇 7 節）
　
　ではスライド 19 からスライド 24 までは，オバデ
ヤ書の全文が表示されます。音読したいと思います。13 
スライド 18
スライド 19
スライド 20
スライド 21
― 49 ―
旧約聖書（オバデヤ書）を読む
　それでは，オバデヤ書の内容の説明をします。
　スライド 26 をご覧ください。1 節の最初に，「オ
バデヤの幻」と書かれています。この文字通りの意
味であれば，幻の形態で，しばしば神から来た預言
の言葉です。ハバクク書 1 章 1 節でも，「預言者ハ
バククが見た神の託宣。」と書かれています。つま
り幻ですから，「見る」という動詞が使われています。
またこの幻は，特に預言者に伝えられる託宣を象徴
する用語という解釈もあります。14
　「主なる神はエドムについてこう言われる，」とい
う語句を使うことによって，オバデヤのメッセージ
は神の権威があることを確言しています。つまり，
預言者は自分自身の言葉でもないし，自分自身の権
威で語ることもありません。この預言者の生い立ち
ははっきりしませんが，オバデヤのメッセージは神
から来ていることを示すものです。メッセージの価
値と権威は「主が語られた」という基盤に基づくも
のであり，預言者の名声や卓越性に依存しません。
スライド 22
スライド 23
スライド 24
スライド 25
スライド 26
― 50 ―
蔵谷哲也
預言者とは，有名人であるとか専門家であるといっ
たような人間の肩書には関係なく，神が本当に語ら
れたことを，少しも曲げることなく，そのまま語る
人であります。15
　神とは Yahweh という名前に言い換えることがで
きます。Yahweh とは（聖書における神とイスラエ
ル人の）特別な契約の名前です。
　エドムとは，死海の南部に位置する地理的な領域
と，その領土を占領した人々の両者を象徴していま
す。ユダの南側の隣国で国境線を共有しています。
エドム人の領土を通って旅行するキャラバン隊に課
税することで繁栄を享受したと言われています。16
　「われわれは主から出たおとずれを聞いた。」とは，
不確かな報告ではなく，神から真で重要な啓示を受
けたという意味です。17
　「ひとりの使者が諸国民のうちにつかわされて言
う，」この箇所と，その後に続く 2 ～ 4 節に，ほぼ
同じ言葉が，エレミヤ書 49 章 14 ～ 16 節に登場し
ます（スライド 27 参照のこと）。18　このことは，エ
レミヤに示された神からの同じ任務をオバデヤも受
けたことを暗示しているのではないでしょうか。
　スライド 28 は 1 章 1 節の語句の説明の続きです。
　スライド 29 で，神の御名に関する付加的説明を
しています。
　1 章 2 節（スライド 30）では，今や，神が語って
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います。神の御言葉は，空しく地に落ちることはな
く，必ず成就します。従って，「見よ，わたしはあ
なたを国々のうちで小さい者とする」という言葉は，
その成就がまだ未来のことであっても，あたかもそ
れが既に成就されたかのごとく確実であるという意
味です。エドム人の膨れ上がった高慢さが，今や泡
のように破裂しようとしているのです。19 そうする
と，「あなたはひどく卑しめられる」ことも既に不
可避的な運命であります。
　スライド 31 では，高慢に関する記述です。20 人間
の高慢は神が嫌われることです。つまり，それは神
が裁かれる罪なのです。それは箴言 16 章 18 節に次
のように述べられていることから分かります。「高
ぶりは滅びにさきだち，誇る心は倒れにさきだつ。」　
ところが，「だれがわたしを地に引き下がらせる事
ができようか」と，心の高ぶりはどうして生じたの
でありましょうか。エドム人が力として理解してい
たものは，結局，エドム人の没落でした。オバデヤ
書の文脈では，次のものです。（1）都市における安
全（1 章 3，4 節）　（2）エドム人の自給自足という
高慢（1 章 4 節）　（3）富（1 章 5，6 節）　（4）同盟
国（1 章 7 節）　（5）知恵（1 章 8，9 節）。こうした
高慢は全て神によって覆されています。21
　このヘブル語でセラという場所は，後にペトラ（意
味は岩）と言われる場所ではないかと言われていま
す。
　エドム人のより繁栄した領域に何とかして入って
いくために，ペトラと呼ばれる狭く岩の多い地形を
通らなければなりません。百万人の軍隊がいても，
一度に一人ずつ入るしかなかったのです。それでエ
ドム人は，彼らの要塞でとても安心していたのです。
　セラとは，岸壁に刻まれた都市であるペトラの古
代要塞でした。エドム人の要塞であるのみならず，
インド貿易の前哨基地でした。22 ここでヨクテルと
名付けられたセラが著名なペトラです。23
　エドム人は自分たちの居住地を誇っていました。
しかし，今日では，そこはいわゆる新・世界 7 不思
議と呼ばれる場所であり，観光名所でしかありませ
ん。エドム人の国は実質的に歴史の中に消えてし
まったのです。1 章 4 節で語られていることは，ど
んなに人間が誇っても，神の主権から逃れることは
決してできないということです。人がどんなに高い
ところに登ろうとしても，神は，人よりもはるかに
高いところにおられます。おごり高ぶることは，自
滅への確実な道であると，聖書は警告しています。
1 章 4 節は大げさな表現がなされています。これは
エドム人の偽りの安心感を表現しています。
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　1 章 5 節では，神のエドム人の行ないに対する御
怒りがいかに大きいかを表しています。例えば，木
が切り倒されても，根の部分が残っていれば，そこ
から，木は再び，成長することもありますが，ここ
での記述では，「ああ，あなたは全く滅ぼされてし
まう」とあります。
　申命記 24 章 21 節で，ブドウの収穫は，全て摘み
取ってはいけないと書かれています。これは，在留
異国人や，みなしごや，やもめのために残しておき
なさいということです。この律法の内容を上回る困
難がエドム人に与えられるということです。
　ただ，注意しなければならないことは，この箇所
だけ取り上げると，エドム人の行為に対する復讐ゆ
えに，厳しい裁きが起こるという印象を持ってはな
らないということです。神は完全なお方であり，公
平なお方です。従って，エドム人は，エドム人にふ
さわしいものを単に受け取っているだけです。24
　「よい種をまくと，良い刈り取りを受ける」とい
う話を聞いたことがあると思います。聖書には人は
種を蒔けば，その刈り取りもすることになりますと
書かれています。25 そうであるなら，悪い種をまく
と，その刈り取りも，その種を蒔く人が刈り取るこ
とになります。エドム人の場合も例外ではありませ
ん。種の大きさは通常，小さいです。それが成長し
て，実が生ると，実は種より通常大きかったり，実
の数が種の数より多いですね。このいわゆる刈り取
りの法則を顧みると，悪しき行ないという種を蒔く
と，その結果である悪しき行いのより大きな結果は
誰が刈り取りますか。蒔いた本人が刈り取ります。
　スライド 35 では，5 節の内容の続きです。エド
ム人の崩壊は，完璧なものであり，人が秘蔵してい
たものも，全て取り去られるのです。26　この状況か
ら，新約聖書のマタイによる福音書 6 章 19 節～ 21
節「あなたがたは地上に富を積んではならない。そ
こでは，虫が食ったり，さび付いたりするし，また，
盗人が忍び込んで盗み出したりする。富は，天に積
みなさい。そこでは，虫が食うことも，さび付くこ
ともなく，また，盗人が忍び込むこともなく，また
盗人が忍び込むことも盗み出すこともない。あなた
の富のあるところに，あなたの心もあるのだ。」を
思い出す人も多いと思います。
　1 章 1 節の中にある「諸国民」とは，エドム人の
同盟者たちのことです。エドム人が，同盟者（つま
り友人）に裏切られるということは，正義の問題で
あります。エドム人は兄弟であるヤコブを裏切った
のです。このことは 1 章 10 節に「あなたはその兄
弟ヤコブに暴虐を行った」と書かれています。エド
ム人はその帰結を刈り取っているように見えます。
　エドム人の同盟者たちは，エドム人の都市に入る
ことを許されましたが，エドム人に背を向けて，エ
ドム人を征服したのであります。つまりエドム人を
崩壊させる手段は，かつての同盟者だったのです。27 　
裏切りの報酬は裏切りだったということです。
　1 章 8・9 節は知恵について語られています。エ
ドム人は知恵を誇っていました。知恵は人間が生き
ていく上で，必要なものです。しかしながら，神の
知恵と人の知恵の間に違いがあります。エドム人は
この世の様々な道で賢い者であったかもしれません
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が，実は愚かだったのです。なぜかと言うと，彼ら
は神を無視し，嘲ったからです。箴言 9 章 10 節に
は「主を恐れることは知恵のもとである，聖なる者
を知ることは，悟りである。」と口語訳聖書に書か
れています。28　ここで「主を恐れる」という意味は，
生活において実用的な機能を果たす敬虔な姿勢とい
うことです。29
　1 章 10 節には「その兄弟ヤコブに暴虐を行った
ので，」とあります。この暴虐とは何でしょうか。
その 1 例が先ほど紹介した詩篇 137 篇 7 節の状況で
す。エルサレムが陥落されつつあるときに，神の民
が困窮の中にありましたが，彼らを助けるどころか，
彼らが滅ぼされるままにしておいたのです。そして，
エルサレムが陥落した後に残されたものを略奪した
のです。 30
　1 章 10 節で語られたその兄弟ヤコブに対する暴
虐の内容が 1 章 11 ～ 14 節に記述されています。11
～ 14 節で叙述された出来事の生々しさは，紀元前
586 年のユダ王国の首都エルサレムの破壊に最も自
然に当てはまりそうです。
　1 章 11・12 節で，ユダ王国が異邦人に攻撃され
ている時，エドム人は，兄弟であるユダ王国を助け
るべきでした。しかし関わろうとしませんでした。
目の前で起こっている邪悪な行為を容認していたの
です。犯罪が起こっているのを見ているのに，傍観
者の立場をとり続けることは正しいことでしょう
か。ヤコブの手紙 4 章 17 節によると，「人が，なす
べき善を知りながら行わなければ，それは彼にとっ
て罪である。」と書かれています。
　1 章 13 節は例えて言えば，ハリケーンが通過し
た都市を略奪する人々のようです。他人の災難を利
用するわけですから，窃盗の中でも，最もひどいや
り方の一つです。
　1 章 14 節の状況は次の様に叙述できます。神の
民が敵から逃げて，南部に向かう時に，エドム人は，
逃亡者を捕らえるためにそこにいました。そして，
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彼らを奴隷として売り飛ばしたのです。
　スライド 40 では，1 章 11 ～ 14 節に関するコメ
ントです。 31
　1 章 15 節では，主の日が万国の民に臨むのに近
いと最初に述べ，それから，「あなた」という単数
形を持って，エドム人に対する裁きが語られていま
す。つまり，ここでのオバデヤの預言は，世の終わ
りにおける神の敵（諸国）に対する裁きの預言が最
初にあり，次にエドム人に対する裁きが語られてい
ます。32 
 　1 章 16 節では，「あなたがた」という複数形が使
われています。神の御怒りの盃を全ての国が飲むと
いう最終的な主の日を参照しています。
　スライド 42 では，主の日において，イスラエル
がどのような状況になるかを預言しています。33
　スライド 43 は，なぜ神の民が生存できるのかと
いう根拠を表す聖書箇所（申命記 9 章 4 ～ 8 節）を
示しています。
　スライド 44 では，主の日には，イスラエルがエ
ドムの地を占領することになるでしょう。その戦い
の中に，主が共におられてエドムの地を焼き尽くさ
れ，エドム人は全滅するでしょう。34
　スライド 45 の 1 章 19 節とは，エドムだけでなく
他の地に対してもイスラエル人が占領するという預
言です。35
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　1 章 20 節もイスラエルによる占領の内容を告げ
ています（スライド 46）。36
　主の日とは，イスラエルの復興と，主による全地
の統治が完了する日であります（1 章 21 節）。
　最後に，新約聖書におけるオバデヤ書について考
察します。
　オバデヤ書の内容を個人的に適用すると，自分の
口で，イエスは主であると告白し，自分の心で，神
が死人の中からイエスをよみがえらせたと信じるな
ら，あなたは救われます。 なぜなら，人は心に信
じて義とされ，口で告白して救われるからです。 
聖書は，「すべて彼を信じる者は，失望に終ること
がない」と言っています。 その上，ユダヤ人とギ
リシヤ人との差別はない。同一の主が万民の主で
あって，彼を呼び求めるすべての人を豊かに恵んで
下さるからです。 なぜなら，「主の御名を呼び求め
る者は，すべて救われる」とあるからです。37
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註
1  　当日，多数のご意見，コメントを出席された皆
様から頂きました。感謝します。また，話の内容
に関しては，多くの参考文献に依存していること
を予めお断りいたします。つまり，専門的研究の
結果を報告する類のものではないということで
す。
2  　「聞くに早く，語るに遅く」とはヤコブの手紙
1 章 19 節「愛する兄弟たちよ。このことを知っ
ておきなさい。人はすべて，聞くに早く，語るに
おそく，怒るにおそくあるべきである。」の一部
です。
3  　オバデヤはエレミヤ，エゼキエル，ダニエルと
同時代に生きた預言者であったかもしれません。
4  　欽定訳聖書 (King James Version) では，Obadiah
（オバデヤ）という語句は聖書全体で合計 19 節の
中に出てきます。
5  　聖書の様々な箇所に登場するオバデヤは，どの
オバデヤが同一人物であるかに関して，現在に至
るまで，明確な結論は引き出せないという見解が
あります。Zodhiates, S. p.1206.
6  　Ellicott's Commentary for English Readers, 1 Kings 
18:3.
7 　第一列王記 18 章 4 節。
8  　John Gill's Exposition of the Bible. 1 Chronicles 
12:9.
9  　ネヘミヤ記 10 章 5 節のオバデヤは同書 12 章
25 節のネヘミヤと同一人物かもしれません。
10　Stamps et al. p,1320.
11　Life Application Bible. p.1253.
12　The Full Life Study Bible. p.45.
13 　黙読よりも，声を出して，朗読する方がよりよ
いことです。イエス・キリスト御自身も，ナザレ
の会堂で，聖書を朗読されました（ルカによる福
音書 4 章 16 ～ 19 節）。聖書の朗読自体が重要で
あることは，第一テモテへの手紙 4 章 17 節にも
書かれています。
14　Hayford, J.W. p.1305.
15　申命記 18 章 20 ～ 22 節を参照しましょう。
16　Hindson, p.1286.
17　Benson Commentary. Obadiah 1:1.
18 　オバデヤ書とエレミヤ書 49 章 7 ～ 22 節の間に
は多くの類似点があります。
19 　英語の慣用句で例えてみると，cut someone 
down to size と言えます。これは日本語に翻訳す
ると，実力相応の評価に下げるという意味です。
20　Hayford, J.W. p.1305.
21　Life Application Bible. p.1252.
22　Life Application Bible. p.587.
23 　セラはペトラであると確認されないという見解
もあります。The Columbia University “Sela.” The 
Columbia Encyclopedia.
24　Life Application Bible. p.1252.
25 　聖書の文脈はガラテヤ人への手紙 6 章 7 ～ 10
節を特に参照してください。
26　Hayford, J.W. p.1305.
27 　エドム人は貿易を行っており，その貿易相手が
同盟者であったので，エドムの地に同盟者が出入
りできたという説があります。しかし，聖書の文
脈では，こうした貿易関係を読み取ることができ
ません。
28　ヨブ記 28 章 28 節にも同様な内容があります。
29 　Zodhiates, S. p.1733.　このページは Lexical aids 
to the Old Testament であり，「恐れ (fear)」に関す
る原語上のかなり詳細な説明があります。
30　Life Application Bible. p.1253.
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31 　2 つあるコメントの 2 番目のコメントは『オバ
デヤ書　エドム根性』の引用です。
　 http://www.logos-ministries.org/old_b/obd.html　
（2018 年 9 月 30 日アクセス）
32 　口語訳聖書（1954 年版）では「万国の民」と
表現されていますが，欽定訳聖書では all the 
heathen と表現されています。
33 　1 章 17 節に関するコメントは BibleRef.com か
ら 引 用 し て い ま す。 https://www.bibleref.com/
Obadiah/1/Obakindlediah-1-17.html
　（2018 年 9 月 30 日アクセス）
34 　1 章 18 節に関するコメントは BibleRef.com か
ら 引 用 し て い ま す。 https://www.bibleref.com/
Obadiah/1/Obakindlediah-1-18.html
　（2018 年 9 月 30 日アクセス）
35 　1 章 19 節に関するコメントは BibleRef.com か
ら 引 用 し て い ま す。 https://www.bibleref.com/
Obadiah/1/Obakindlediah-1-19.html
　（2018 年 9 月 30 日アクセス）
36 　1 章 20 節に関するコメントは BibleRef.com か
ら 引 用 し て い ま す。 https://www.bibleref.com/
Obadiah/1/Obakindlediah-1-20.html
 　（2018 年 9 月 30 日アクセス）
37　ローマ人への手紙 10 章 9 ～ 13 節
